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地表地震断層長とモーメントマグニチュード

The surface length of earthquake fault and the moment magnitude
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活断層の強震動予測における断層モデルの作成のため、地表に現れている地震断層から推定された断層長（地表断層
長さ L）とモーメントマグニチュード（Mw）の関係式を求めたので報告する。
器械観測以前に発生した活断層の地震に対して、震源断層を推定するのは困難である。そこで、過去に活動した活断

層に対しても一番明確に扱いやすい断層パラメータは、地表に現れた断層長である。強震動予測を行うにあたり、距離
減衰式（たとえば、司・翠川,1999）を用いる場合、断層面の形状とMw の情報が必要とされる。そこで、最近までの地
震データまでコンパイルされている Stirling et al.(2002)データを用いて、断層長さ L からMw を推定する新たな式を求
めた。また、併せて断層面積 SとMw の関係式も求めた。

Stirling et al.(2002)は、Wells and Coppersmith (1994)等のデータ及び以降の地震を含む、のべ 389地震から構成されて
いる。しかしながら、pre-instrumental (pre-1900)の信頼性に欠けるデータをも含み、また基本的なタイプミスによる誤植
も多く散見される。ここでは、明らかな誤りを修正した後、以下の手順により客観的なデータの選別を行った。
�当該文献において信頼できるとしているMw と地表断層長さ L が記載されているデータ (242地震)
��のうち、seismological dataによりMw を求めているデータ (107地震)
��のうち、断層幅Wが記載されているデータ (86地震)
��のうち、採用されたMw の信頼性が低いと考えられるものを除いたデータ (73地震)
��のうち、平均すべり量 Dav の判明しているデータ (52地震)
但し、�の過程では、Ms, MJ ,地表断層面及び伏在断層面から算定された Mw 等の値において、同論文における Mw

と大きな差 (± 0.5)が生じている地震を除去した。これらの処理により選定されるデータ数は減少することになるが、信
頼性に欠ける地震が除かれていくことで、データセットとしては質的に向上しているものと考えられる。
尚、本検討においては、地表断層長さ L,伏在断層長さ Lsubに関しては、各々記載された最大値 (文献中では LGTHMX,

LGTHMX subsと記載)を用い、断層幅Wについては文献中でのWMN, WMX の平均値を用いることとした。また断層
面積 Sについては、同論文と同様に、断層長さと幅の値には、各々平均値を用いて算定した。具体的には、地表断層長
さと伏在断層長さの各々の平均値のうち大きい方の値に平均断層幅を掛けて求めた。

L と Lsub との関係については、�の処理を行うと L が 20～30km以上では、ばらつきが小さく概ね 1:1の関係に近づ
く傾向が認められるものの、地表断層長が 20km以下の断層では、地表断層長からでは断層モデルを過小評価してしま
う可能性がある。
データの分布傾向と既往研究を考慮し、Mw6.5以上とMw6.5未満に分けて回帰を行った。但し、断層型による顕著な

差がここでは見られず、かつデータ数が十分ではなくなるため、断層型による分類は行わないこととした。
回帰結果は、バラツキの小さいMw6.5以上では
Mw=4.743+1.375logL・・・・(1)
Mw=3.560+1.194logS・・・・(2)
となった。式（１）は地震調査推進本部での強震動レシピ (2005)でWmax=18kmと仮定した場合と概ね対応している。

また、断層面積についても、データが推本の強震動レシピと同様に良く対応していることが確認できた。




